JDK5.0(Tiger)新機能について(レベル：★☆☆☆☆)
1． ジェネリクス

2． 拡張 for 文

3． オートボクシング

4． Enum

5． staticインポート

6． 可変長引数

7． アノテーション

１．ジェネリクスとは

ジェネリクスとは、型を変数にした「型変数」というものを取り扱い、静的で強い型

付けを行うプログラミングを行うための機能である。

主にコレクションクラスに導入されている。

リスト１－１
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リスト１－２


さて、ジェネリクスしたバイトコードをデコンパイルするとどのようになっているのか。

リスト１－３


　先ほどのリスト１－２を仕事で使用するときは以下の様に記述すると良い。

リスト１－４




２．拡張 for 文とは

for文を拡張した新しい構文。配列および全てのコレクションクラスに対して適用する。

後述する型にに対してのみ要素を１つずつ先頭から取得するという機能のみを持つ。

　先ほどのリスト１－４を拡張 for 文を使うと以下の様にする事が可能です。

リスト２－１



　　式の部分には以下のいずれかが指定可能

　　・配列

　　・java.lang.Iterableインターフェースを実装したクラスのインスタンス

さて、先ほどと同様に拡張 for 文のバイトコードはどのようになっているのか。

リスト２－２


３．オートボクシングとは
プリミティブ型と対応するラッパクラスを自動的に相互変換する。

・ボクシング…プリミティブ型からクラスへ参照への変換。

・アンボクシング…ラッパクラスからプリミティブ型への変換。

　プリミティブ型とラッパクラスの対応表

	プリミティブ型
	ラッパクラス

	boolean
	Boolean

	byte
	Byte

	char
	Character

	short
	Short

	int
	Integer

	long
	Long

	float
	Float

	double
	Double


リスト３－１


リスト３－２


リスト３－３


リスト３－４



　

これは、ボクシングが行われる際、毎回新しいインスタンスが生成されるわけではなく。特定の範囲の値に対応するインスタンスは必ず同じものが共用される（インスタンスの共用）

デコンパイルではIntger.valueOf()の実装は分からないのでIntegerクラスを覗いてみる。

リスト３－５


　上記のような実装が行われているため、Integerからアウトボクシングで型変換されていると思い込み、正しい期待値とならない事があるので注意。

４．Enumとは
あるカテゴリに属した複数の定数をひとまとまりとして扱う仕組み。

　　どういうケースで使用するのか。

リスト４－１


リスト４－２


　Enum型を使ってタイプセーフなコードを実現。

　リスト４－２のような呼び出しは全てコンパイルエラーとなり、型の安全性が保障できる。

リスト４－３


リスト４－３


５．static インポートとは
外部クラスのstatic変数、および、メソッドをインポート宣言することができる。

リスト５－１


リスト５－２


リスト５－３


６．可変長引数とは

可変個の引数を持つメソッドを実現。

今までは配列やList型などを用いて実現してきたが、以下のように実装が可能となる。

リスト６－１


　可変長引数は以下のような制約がある。

　・メソッドが複数の引数をとる場合、最後の引数にしか使用できない。

　・１つのメソッドで１つしか可変長引数を定義できない。

　・メソッドがオーバーロードされていて、引数が固定のメソッドと可変引数のメソッド

がマッチした場合、前者が優先される。

７．アノテーションとは

プログラムの動作に影響を与えないアノテーションを付与する事が可能。

プログラムからアノテーションを読み取って処理できる点や、アノテーションがコンパイラの動作に影響を与えることがコメントと異なる。

　標準アノテーション

　・Override

　　　　メソッドに付けられるアノテーションで、オーバーライドしている事を宣言しま

す。

→宣言されたメソッドがオーバーライドされていないと判断されるとコンパイ

ラによってエラーとなり、意図しないメソッドの利用を防ぐ事ができる。

　・Deprecated

　　　　メソッドに付けられるアノテーションで、そのメソッドの使用が推奨されない事

を示す。

　　　　→コンパイル時に警告が出て、推奨されない事が分かる。

　・SuppressWarnings

　　　　コンパイラが出す警告を抑制するアノテーション。

　　　　→deprecatedなメソッドの使用やタイプセーフじゃないコレクションの使用など

で警告が出力されるが、それらを抑制する事ができる。

// Genericsを使わない従来のプログラミング


List list = new ArrayList();


list.add("1");			// String型


list.add(new Integer(2));		// Integer型


list.add(new Long(3L));		// Long型





for (int i = 0; i < list.size(); i++) {


	Object o = list.get(i);


	// 以下のコードは実行時にエラーとなる


	// String o = (String)list.get(i);


	System.out.println(o);


}





[実行結果]


1


2


3





// Genericsを使ったのプログラミング


List<String> list = new ArrayList<String>();


list.add("1");


list.add("2");


list.add("3");


// 以下のコードはコンパイルエラーとなる


// list.add(new Integer(4));





for (int i = 0; i < list.size(); i++) {


	String o = list.get(i);  // String型で型変換しなくてもＯＫ


	System.out.println(o);


}





// jadを使ってデコンパイル


List list = new ArrayList();


list.add("1");


list.add("2");


list.add("3");


for(int i = 0; i < list.size(); i++)


{


    String o = (String)list.get(i);


    System.out.println(o);


}





Iterator<String> ite = list.iterator();


while (ite.hasNext()) {


	String o = ite.next();


	System.out.println(o);


}





「E」の事を型引数といい、前述の例の＜＞で囲った型が自動的に割り当てられる。他にも型指定はK, Vなどあるが、英字１文字で宣言される事が推奨されている。





for (String o : list) { 


	System.out.println(o);


}





// jadを使ってデコンパイル


String o;


for(Iterator ite = list.iterator(); ite.hasNext(); System.out.println(o))


    o = (String)ite.next();





for (型 変数名 : 式) { 


　　文


}





// JDK1.4までのオブジェクト型を使った計算方法


Integer i1 = new Integer(100);


Integer i2 = new Integer(200);


// 一旦、プリミティブ型へ変換をしてから計算する必要がある


int total = i1.intValue() + i2.intValue();





// アンボクシング


Integer i1 = new Integer(100);


Integer i2 = new Integer(200);


// プリミティブ型へ変換せず使用可能


int total = i1 + i2;





// ボクシング


Integer i1 = 100;  // Integer.valueOf(100)と同じ


Integer i2 = 200;  // Integer.valueOf(200)と同じ








// 実験


Integer i = 100;


Integer j = 100;


System.out.println((i == j));


Integer k = 200;


Integer l = 200;


System.out.println(k == l);





[実行結果]


true


false





// Integerの中身


private static class IntegerCache {


  static final Integer cache[];


}


public static Integer valueOf(int i)


{


    if(i >= -128 && i <= IntegerCache.high) // highは127が設定


        return IntegerCache.cache[i + 128];


    else


        return new Integer(i);


}





// 動物の括り


public enum Animal {


	DOG, CAT, TIGER


}





// 動物の声を返す


private String voice(int animal) {


	switch (animal) {


	case 1:


		return "ニャー";


	case 2:


		return "ワン";


	case 3:


		return "ガォー";


	}


	return null;


}





// 動物の括り


public static final int VOICE_CAT   = 1;  // 猫の声


public static final int VOICE_DOC   = 2;  // 犬の声


public static final int VOICE_TIGER = 3;  // トラの声


public static final int COLOR_RED   = 1;  // 色（赤）


public static final int COLOR_BLUE  = 2;  // 色（青）





…


// 以下は全部呼べてしまい安全でない。(動かすまで保障できない)


voice(VOICE_CAT);


voice(1);


voice(COLOR_RED); 





// 動物の声を返す(Enum型)


private String voice(Animal animal) {


　　　　// Enum型はオブジェクトであるため、nullはチェックが必要


	switch (animal) {


	case CAT:


		return "ニャー";


	case DOG:


		return "ワン";


	case TIGER:


		return "ガォー";


	}


	return null;


}





// staticインポートを使用しない


int type = getAnimalType();





if (Consts.ANIMAL_CAT == type) {


	System.out.println("cat");


} else if (Consts.ANIMAL_DOG == type) {


	System.out.println("dog");


} else if (Consts.ANIMAL_TIGER == type) {


	System.out.println("tiger");


}





// staticインポートを使用する


public class Consts {


	public static final int ANIMAL_CAT = 1;


	public static final int ANIMAL_DOG = 2;


	public static final int ANIMAL_TIGER = 3;


}








// static変数、および、メソッドを持つクラスをimport


import static test.labs.Consts.*;





…


if (ANIMAL_CAT == type) {


} else if (ANIMAL_DOG == type) {


} else if (ANIMAL_TIGER == type) {


}


…





// 可変長引数を使ったサンプル


testArgs("cat");


testArgs("cat", "dog");


testArgs("cat", "dog", "tiger");





public void testArgs(String... animals) {


	for (String animal : animals) {


		System.out.println(animal);


	}


}











